
え
る
組
合
活
動｣

と
し
て
職

動
部
顧
問
の
声
を
届
け
、
厳

場
要
求
書
作
成
と
校
長
交
渉

し
く
県
教
委
を
追
及
し
ま
し

の
と
り
く
み
の
実
例
を
紹
介

た(

頁
に
詳
述)

。
事
務
職

16

し
て
い
ま
す
（
議
案
書
５

員
や
栄
養
職
員
を
対
象
と
し

頁
）。

た｢

協
定｣

の
と
り
く
み
（

36

19

専
門
部
の
と
り
く
み
（
８

頁)

や
安
倍
政
権
に
よ
る
「
学

頁
）
で
は
、
青
年
部
が
長
崎

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」

市
で
の
中
四
九
ブ
ロ
青
年
教

の
特
質
と
問
題
点
に
つ
い
て

職
員
学
習
交
流
集
会
を
大
き

記
述
し
て
い
ま
す(

頁
）。

45

く
成
功
さ
せ
、
こ
れ
を
う
け

と
り
く
み
の
到
達
点
や
情

て
各
地
の
学
習
会
へ
積
極
的

勢
を
確
認
し
、
未
組
合
員
に

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
参
加

も
情
宣
し
な
が
ら
、
さ
ら
な

し
て
掴
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ

る
前
進
を
め
ざ
し
て
、
職
場

び
の
基
礎
診
断
」
や
大
学
入

確
認
し
、
私
た
ち
の
対
応

名
の
目
標
達
成
が
ま
す
ま

か
ら
の
青
年
部
活
動
の
と
り

か
ら
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と

学
共
通
テ
ス
ト
、
県
内
で
は

の
し
か
た
や
必
要
な
制
度

す
重
要
に
な
っ
て
い
ま

く
み
や
同
世
代
へ
の
加
入
の

が
重
要
で
す
。

年
度
か
ら
５
年
間
の
「
第

要
求
に
つ
い
て
、｢

学
び
の

す
。

19

と
り
く
み
に
活
か
す
こ
と
が

三
期
長
崎
県
教
育
振
興
基
本

基
礎
診
断
・
大
学
入
学
共

子
ど
も
の
貧
困
解
消
が

期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

計
画
」
、

年
度
か
ら

年

通
テ
ス
ト
の
問
題
」や
「
高

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て

21

10

な
と
り
く
み
の
成
果
と
教
訓

間
の
「
第
三
期
長
崎
県
立
高

校
に
お
け
る
特
別
支
援
教

い
る
中
、
長
崎
県
は
初
め

を
土
台
に
、
「
長
崎
高
教
組

校
改
革
」
（
審
議
中
）
、
「
運

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
第

て
小
値
賀
町
を
除
く

市
21

組
織
建
設
『
新
３
か
年
計

年
度
か
ら

年
度
に
か

動
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
、

２
次
職
場
討
議
資
料｣

等

町
か
ら
抽
出
し
た
小
５
と

17

18

画
』
」
の
方
針
の
確
定
や

け
て
、「
教
育
」
を
め
ぐ
る
多

高
校
に
お
け
る
通
級
指
導
等

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
意

中
２
の
子
ど
も
及
び
そ
の

40

人
の
拡
大
を
実
現
し
て
純
増

く
の
諸
施
策
が
相
次
い
で
策

を
含
む
「
特
別
支
援
」
教
育

見
を
出
し
合
い
ま
し
ょ

保
護
者
を
対
象
に
し
た
調

を
め
ざ
す
た
め
の
方
針
案
を

定
さ
れ
こ
と
で
、
今
回
の
第

等
で
す
。

う
。

査
を
行
い
ま
し
た
（
44

～

頁
に
記
載
し
て
い
ま

２
号
議
案
の｢

教
育｣

を
め
ぐ

国
連
子
ど
も
権
利
委
員
会

頁
）
。
そ
の
内
容
か
ら
高

46

48

す
。

る
と
り
く
み
と
情
勢
で
は
多

の
最
終
所
見
で
は
、安
倍
「
教

校
に
在
学
す
る
子
ど
も
の

く
の
頁
を
割
き
ま
し
た
（

育
再
生｣

が
す
す
め
る
競
争

状
況
に
も
思
い
を
馳
せ
る

27

～

頁
、

～

頁
）
。
そ
れ

主
義
的
な
教
育
施
策
が
子
ど

改
憲
に
固
執
す
る
勢
力

こ
と
、
こ
の
問
題
に
つ
い

32

37

43

確
定
交
渉
を
軸
に
し
た

は
改
訂
高
校
学
習
指
導
要
領
、

も
た
ち
に
深
刻
な
影
響
を
及

に
対
し
て
、｢

安
倍
９
条

て
学
校
や
地
域
社
会
が
ど

18
要
求
運
動
の
到
達
点
に
つ
い

教
育
再
生
実
行
会
議
の
「
ソ

ぼ
し
て
い
る
と
勧
告
し
て
い

改
憲
ノ
ー
！｣

を
掲
げ
、

の
よ
う
な
と
り
く
み
が
で

て
は
、

～

頁
に
記
載
し

サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
に
対
応

ま
す
（

頁
）
。
こ
れ
ら
の

安
倍
政
権
の
も
と
で
改
憲

き
る
の
か
、
子
ど
も
に
関

15

16

40

て
い
ま
す
。
長
期
休
業
中
の

す
る
「
人
材
」
づ
く
り
、
公

策
定
さ
れ
た
施
策
は
高
校
教

反
対
と
い
う
一
致
点
で
の

わ
る
全
て
の
関
係
者
が
知

授
業
設
定
日
数
の
上
限
の
引

教
育
に
民
間
教
育
産
業
が
参

育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

共
同
の
広
が
り
を
明
確
に

恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
求

き
下
げ
等
、
前
進
し
た
内
容

入
し
学
校
を
市
場
化
す
る
「
学

す
。
議
案
書
で
そ
の
内
容
を

示
す
憲
法
３
０
０
０
万
署

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。部

活
動
手
当
削
減
反
対
の

と
り
く
み
で
は
、
多
く
の
運

組合は であい ふれあい たかめあい

全ての分会からの代議員の参加で第90回定期大会を成功させよう！
6月22日（土）10時30分より 諫早市高城会館で開催

第90回定期大会の議案

1号議案 2018年度決算承

認に関する件

2号議案 2019年度運動方

針決定に関する件

3号議案 2019年度組合会

計予算に関する件

4号議案 選挙管理委員の

選出に関する件

5号議案 長崎県高等学校

教職員組合専従役員

の給与補償積立金運

用規程の改正に関す

る件

6号議案 大会スローガン

決定に関する件

○第2号議案の分野ごとの討議のポイント

分 野 とりくみの総括と情勢 方 針
P１～13 P47～48

組織拡大・ ※青年部のとりくみ ※｢新3カ年計画｣
強化 ※教員採用試験対策学習会

※職場要求書と校長交渉
P13～24、P45 P49～52

※部活動指導手当削減反対 ※長時間労働是正
生活向上・ のとりくみ ※人事異動に関わ
権利確立 ※長時間労働是正 るとりくみ

※会計年度任用職員制度創
設にかかわるとりくみ

※学校における働き方改革
P25～34、P37～43 P52～55

※県教育振興基本計画 ※県立高校改革
民主教育の ※学びの基礎診断 ※学びの基礎診断
確立・教育 ※部活動ガイドライン ・大学入試共通
条件整備 ※県立高校改革 テスト

※国連子どもの権利委員会 ※部活動ガイドラ
最終所見 イン

※高校における特
別支援教育

※教研集会
憲法・平和 P34～37、P43～44 P55～57
・国民生活 ※憲法3000万署名

※｢子どもの貧困｣調査結果

２
０
１
５
～
１
７
年
度
の｢

３
カ
年
計
画｣

の
成
果
と
教
訓
を
土
台
に
、
「
つ
な
が
る｣｢

集
ま
る｣

｢

顔
の
見
え
る
高
教
組
運
動｣

を
大
切
に
し
、
組
合
員
の
純
増
と
持
続
可
能
な
高
教
組
に
す

る
た
め
の
方
針
を
確
立
し
よ
う
！

年
度
定
期
大
会
後
の
と
り

18
く
み
に
つ
い
て
は
、

人
の
加

10

入
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
う
ち

２
人
は
教
採
試
験
対
策
学
習
会

に
参
加
し
合
格
し
た
人
、
１
人

は｢

会
計
年
度
任
用
制
度｣

は

｢

自
分
た
ち
の
問
題｣

と
し
組
合

の
存
在
と
意
義
を
心
強
く
受
け

と
め
た
非
常
勤
職
員
の
方
で

す
。
日
常
的
な
つ
な
が
り
と
日

頃
か
ら
の
積
極
的
な
声
か
け
の

組
織
強
化
・
拡
大

長
崎
高
教
組
第

回
定
期
大
会
が
、
６
月

日
（
土
）
に
諫
早
市

90

22

高
城
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
部
執
行
部
は
今
回
の
大
会
に
別
掲

の
議
案
を
提
案
し
て
お
り
、
今
年
度
の
運
動
方
針
や
「
長
崎
高
教
組

組
織
建
設
『
新
３
か
年
計
画
』」
な
ど
に
つ
い
て
討
議
す
る
大
会
と
な

り
ま
す
。
大
会
は
、
長
崎
高
教
組
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、

各
分
会
の
代
表
が
一
堂
に
会
す
る
数
少
な
い
機
会
で
す
。
す
べ
て
の

分
会
か
ら
の
代
議
員
の
参
加
で
大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

以
下
、
今
回
の
議
案
に
つ
い
て
、
２
号
議
案
を
中
心
に
ポ
イ
ン
ト

を
記
載
し
ま
す
。
ま
た
、
別
掲
に
※
で
と
り
く
み
と
総
括
、
情
勢
、

方
針
等
で
の
討
議
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
２
号
議
案
の
分
野
ご
と
に
ま
と

め
て
い
ま
す
。
議
案
書
検
討
の
参
考
に
し
、
「
長
崎
高
教
組
組
織
建
設

『
新
３
か
年
計
画
』
」
の
方
針
の
中
身
を
つ
く
る
意
味
で
も
、
大
会
参

加
の
代
議
員
は
活
発
な
討
論
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
果
だ
と
総
括
し
て
い
ま
す
。

と
り
く
み
の
課
題
と
し
て

は
、
対
話
集
中
期
間
の
と
り
く

み
方
針
が
各
分
会
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
分

会
で
の
と
り
く
み
方
の
議
論
が

深
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
少
数

分
会
が
増
え
と
り
く
み
へ
の
負

担
感
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
高

教
組
の
現
状
を
総
括
し
て
い
ま

す
。

｢

つ
な
が
り｣

や｢

集
ま
る｣

こ

と
を
大
切
に
し
た
と
り
く
み
で

は
、
現
状
の
課
題
を
踏
ま
え
、

ま
ず
組
合
員
の｢

つ
な
が
り｣

を

つ
く
る
こ
と
、
新
聞
や
速
報
の

配
布
、
署
名
の
と
り
く
み
の
役

割
分
担
を
す
る
こ
と
、
子
ど
も

や
教
育
の
こ
と
を
語
る
場
を
つ

く
る
こ
と
、
本
部
か
ら
の
参
加

者
１
人
あ
た
り
上
限
２
千
円
の

財
政
支
援
を
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
、
組
合
活
動
が
困
難
な

少
数
分
会
を
中
心
に
分
会
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
継
続
す
る
こ
と
を
総

括
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
見

生
活
向
上
・
権
利
確
立

民
主
教
育
の
確
立

・

教
育
条
件
整
備

憲
法

・
平
和
・

国
民
生
活

昨年の第89回定期大会
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以
降
も
任
用
さ
れ
た
場
合

非
常
勤
講
師(

時
間
講
師)

は
、
現
行
の
年
収
が
５
年
間

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
保
障
さ
れ
る
と
は
言
え
、

な
ど
時
間
単
位
で
の
任
用
に

同
じ
内
容
の
業
務
に
対
す
る

な
っ
て
い
る
職
員
に
つ
い
て

報
酬
が
大
き
く
下
が
る
の
は

は
、
今
回
も
具
体
的
な
提
案

納
得
で
き
な
い｣

｢

こ
れ
ま
で

が
な
く
、
今
後
交
渉
す
る
こ

業
務
は
違
っ
て
い
て
も
同
じ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
教
組
は
、
事
務
現
業
嘱

の｢

用
務
員｣

に
つ
い
て

給
と
し
て
い
た
農
場
補
助

報
酬
だ
っ
た
『
用
務
員
』
と

託
職
員
や
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

は
、
業
務
内
容
が
事
務
室

員
等
の
現
業
職
給
料
表
適

『
介
助
員
』
に
、
大
き
な
報

※｢

上
限｣

に
つ
い
て

ト
ス
タ
ッ
フ
・
学
校
司
書
・

で
の
も
の
が
多
い
こ
と
を

用
の
職
に
つ
い
て
も
、
大

酬
の
差
が
で
き
る
の
は
お
か

｢

会
計
年
度
任
用
職
員｣

の

農
場
補
助
員
等
の
非
常
勤
職

考
慮
し
て
行
政
職
給
料
表

卒
３
年
目
の
号
給
ま
で
引

し
い｣

と
し
て
、｢

介
助
員｣

賃
金
は
、
毎
年
、
任
用
前
の

員
が
、
来
年
度
か
ら｢

会
計

を
適
用
す
る
。

き
上
げ
る
。

の
上
限
を
も
っ
と
引
き
上
げ

職
歴
に
つ
い
て｢

前
歴
換
算｣

年
度
任
用
職
員｣

と
し
て
新

②
行
政
職
給
料
表
適
用
の
職

る
よ
う
、強
く
求
め
ま
し
た
。

を
行
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

た
な
任
用
形
態
に
移
行
す
る

種
の
上
限
の
号
給
を
大
卒

以
上
の
結
果
、
別
掲
の
表

こ
れ
に
対
し
て
県
教
委
は
、

高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
任
用
さ

こ
と
に
つ
い
て
の
４
回
目
の

初
任
給
と
し
て
い
た
も
の

に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
２

｢

前
回
高
卒
初
任
給
と
し
て

れ
る
場
合
は
高
卒
初
任
給
の

県
教
委
交
渉
を
、
５
月

日

を
大
卒
３
年
目
の
号
給
ま

月
の
回
答
で
は
、
上
限
の
年

い
た
上
限
を
、
行
政
職
に
準

号
給
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、

27

に
行
い
ま
し
た
。交
渉
に
は
、

で
引
き
上
げ
る
。

収
で
も
大
幅
な
減
額
に
な
っ

じ
る
と
し
て
大
卒
３
年
目
ま

高
卒
か
ら
年
数
が
た
っ
た
人

高
教
組
本
部
執
行
部
５
人
と

③
上
限
を
高
卒
初
任
給
の
号

て
い
た
職
種
で
か
な
り
の
改

で
引
き
上
げ
た
の
だ
か
ら
、

が
任
用
さ
れ
る
場
合
は
、｢

前

尾
崎
諫
早
支
部
長
、
川
場
事

善
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

行
政
職
よ
り
さ
ら
に
上
の
号

歴
換
算｣

を
行
っ
て
高
卒
初
任

務
現
業
職
員
部
副
部
長
が
参

｢

介
助
員｣

に
つ
い
て
は
、
ま

給
ま
で
引
き
上
げ
る
の
は
困

給
よ
り
上
の
号
給
が
適
用
さ

加
し
、
県
教
委
は
上
原
教
職

だ
、

万
円
以
上
の
減
額
に

難｣

と
し
て
、｢

今
回
の
回
答

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

代

28

30

員
課
長
・
中
尾
総
務
課
長
他

な
り
ま
す
。

が
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ｣

と

以
上
の
人
が
任
用
さ
れ
る
場

６
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

高
教
組
は
、｢
今
年
度
任
用

い
う
回
答
を
繰
り
返
し
ま
し

合
、
多
く
の
人
が
上
限
の
報

高
教
組
は
、
給
付
奨
学
金

も
、
文
書
で
協
力
を
要
請

奨
学
金
の
拡
充
を
求
め
る

交
渉
の
冒
頭
で
県
教
委

さ
れ
て
い
る
職
員
が
来
年
度

た
。

酬
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

の
拡
充
な
ど
を
求
め
て｢

奨

し
ま
し
た
。

思
い
の
強
さ
を
感
じ
る
こ

は
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
で
の

学
金
の
会｣

(

全
教
や
学
生
支

そ
の
結
果
、

校
の
Ｐ

と
が
で
き
ま
す
。
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議
論
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た

援
機
構
労
組
、
全
学
連
、
全

Ｔ
Ａ
か
ら
１
４
８
４
筆
の

結
果
と
し
て
、
２
月
に
回
答

国
院
生
協
議
会
等
で
構
成)

が

署
名
が
届
き
ま
し
た
。
中

し
た
報
酬(

賃
金)

の
上
限
に

す
す
め
て
い
る
請
願
署
名
に

に
は
、
保
護
者
一
人
一
人

つ
い
て
、
新
た
な
回
答
を
行

つ
い
て
、
各
分
会
で
と
り
く

に
署
名
用
紙
を
配
布
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容

む
と
と
も
に
、
昨
年
同
様
、

集
め
て
も
ら
っ
た
と
思
わ

は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て

れ
る
高
校
も
あ
り
、
給
付

①
適
用
す
る
給
料
表
に
つ
い

日
教
組
加
盟
の
高
校
組
織

衆
参
同
日
選
挙
、
憲
法
審
査

て
、
事
務
現
業
嘱
託
職
員

も
参
加
し
て
、
上
部
団
体
の

会
な
ど
緊
迫
し
た
状
況
が
語

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
文
部

全
て
の
要
請
行
動
が
終

違
い
を
超
え
た
共
同
の
と
り

ら
れ
ま
し
た
。

科
学
省
、
防
衛
省
、
厚
生
労

了
し
た
後
、
集
約
集
会
に

く
み
を
す
す
め
て
い
る
全
国

そ
の
後
、
大
阪
府
高
・
京

働
省
、日
本
学
生
支
援
機
構
、

お
い
て
情
報
を
交
換
し
、

高
校
組
織
懇
談
会
は
、
５
月

都
市
高
の
各
教
組
か
ら
、
各

全
国
知
事
会
、
労
働
者
福
祉

あ
ら
た
め
て
子
ど
も
た
ち

日
に
総
会
と
中
央
行
動
を

県
の
状
況
や
維
新
の
会
と
の

中
央
協
議
会
、
経
済
同
友
会

の
た
め
に
何
が
必
要
な
の

24行
い
、

組
織
か
ら

人
が

闘
い
、
自
衛
隊
の

歳
・

へ
の
要
請
行
動
と
衆
議
院
文

か
、
何
が
で
き
る
の
か
を

31

86

18

22

参
集
し
、
長
崎
高
教
組
か
ら

歳
の
青
年
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト

部
科
学
委
員
・
参
議
院
文
教

考
え
ま
し
た
。

は
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

動
の
意
思
統
一
集
会
が
開
か

メ
ー
ル
へ
の
自
治
体
へ
の
協

科
学
委
員

人
へ
の

60

全
国
教
育
文
化
会
館
７
階

れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
畑
野
君

力
依
頼
の
問
題
な
ど
に
つ
い

要
請
を
分
担
し
て
行

会
議
室
で
行
わ
れ
た
総
会
は
、

枝
衆
議
院
議
員
よ
り
「
児
童

て
報
告
が
あ
り
、
運
動
の
交

い
ま
し
た
。
各
団
体

主
催
者
挨
拶
の
後
、

年
度

虐
待
防
止
法
」
の
与
野
党
合

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

や
議
員
へ
そ
れ
ぞ
れ

18

活
動
経
過
・
総
括
、

年
度

意
に
よ
る
改
正
案
が
衆
議
院

午
後
は
、
①
高
校
教
育
課

に
要
請
項
目
を
示
し

18

会
計
決
算
・
監
査
報
告
、

厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い

題
の
前
進
、
②
安
倍
９
条
改

な
が
ら
交
渉
し
ま
し

19

年
度
活
動
方
針
、
予
算
案
の

て
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

憲
に
反
対
し
憲
法
を
守
り
生

た
。
長
崎
か
ら
参
加

４
つ
の
協
議
題
が
提
案
さ
れ
、

た
こ
と
や
教
職
員
の
過
重
労

か
す
政
策
の
実
現
、
③
高
校

し
た
２
人
は
文
部
科

質
疑
討
論
の
後
、
満
場
一
致

働
に
関
す
る
審
議
の
様
子
な

組
織
の
一
致
す
る
要
求
で
職

学
省
要
請
と
参
議
院

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ど
、
国
会
情
勢
の
報
告
が
あ

場
の
違
い
を
超
え
た
連
帯
と

議
員
へ
の
要
請
行
動

総
会
に
続
い
て
、
中
央
行

り
、
消
費
税

％
増
税
や

協
同
を
目
的
と
し
て
中
央
行
動

に
参
加
し
ま
し
た
。

10

組合は であい ふれあい たかめあい

上
原
教
職
員
課
長
か
ら
回
答

を
受
け
取
る
鍛
治
委
員
長

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
の
県
教
委
交
渉

報
酬
に
つ
い
て
前
進
が
あ
っ
た
も
の
の

合
意
で
き
る
水
準
に
は
届
か
ず

全教青年部定期総会に参加した

片山青年部長からの報告

５月18日（土）から19日（日）にかけて全教青

年部定期総会に参加してきました。

現在の教育を取り巻く状況についてや、全

国の各青年部の取り組みを聞き大変有意義な

ものとなりました。本県では青年部の再建から、

もう２年が経とうとしています。その中でどのよう

な企画をしていくか、どのように仲間を増やして

いくかという事は喫緊の課題です。現在「青年

部Line」を開設したり、メールでの呼びかけを行

ったりしていますが、なかなか前に進んでいな

いことが現状のような気がします。このような状

況の中で静岡高教組の取り組みが特に印象に

残りました。Twitterを利用した青年部の考え方

や取り組みをオープンに発信すること。青年部

の活動計画を作成し、組合員が参加計画を立

てやすくすることはすぐにでも取りかかれること

かと思います。近日中にアクションをとりたいと

思っております。これからも青年部活動へのご

理解ご協力をよろしくお願いします。

○2月の回答で移行後の報酬上限の年収が現行比で減額だった職種についての今回の回答

職種 現行の年収額 2月の回答での年収額（現行との差額） 今回の回答での年収額（現行との差額）
キャリアサポートスタッフ

2,160,000円 1,973,920円(186,080円減) 2,119,200円( 40,800円減)① 学校司書
②事務現業嘱託職員（用務員） 2,160,000円 1,547,600円(612,400円減) 2,119,200円( 40,800円減)
③事務現業嘱託職員（介助員） 2,160,000円 1,547,600円(612,400円減) 1,876,100円(283,900円減)
④農場補助員 1,678,320円 1,547,600円(130,720円減) 1,876,100円(194,420円増)
適用される給料表：①は行政職、③④は現業職、②は2月回答では現業職だったのが今回は行政職

※減額になる職種で､現在任用されている職員が来年度以降も任用される場合､5年間は現行額を保障

全
国
高
校
組
織
懇
談
会
総
会
・
中
央
行
動

各
地
の
運
動
を
交
流
し

共
同
し
て
文
科
省
等
へ
要
請
行
動

文科省の担当者（右）に

要請書を渡す高校懇代表

国会情勢の報告を

行う畑野議員

＜夏季教研のお知らせ＞

期日：8月11～12日 会場：「くじゃく荘」（川棚町）
記念講演：江利川春雄さん（和歌山大学教授）

「・・・学校教育に妖怪が徘徊している。『市場化』という妖
怪である。妖怪たちが群れをなして取り憑くのが英語教育であ
る・・・」大学英語入試「民営化」の危険性、市場化する学校
などの内容でお話いただく予定です。

給
付
奨
学
金
の
拡
充
を
求
め
る
署
名
に

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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(2) 第1684号 2019年6月1日(土）
昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞


